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知多市の職員向けに「やさしい日本語」研修を実施 

１ 日時・場所 

 ８月１５日（木）午後２時３０分～４時３０分 

 

知多市役所１階 多目的会議室 

 

２ 講師 

名古屋出入国在留管理局 在留支援部門 

入国審査官 小林 未来（こばやし みらい）さん 

法務事務官 菖蒲 帆花（しょうぶ ほのか）さん 

 

３ 参加者 

 知多市職員 ４２人 

４ 内容 

 外国籍市民に窓口や電話などで接する際、やさしい日本語で対応するスキルを身に付けま

す。会話や書き言葉のポイントをまとめた講義と、グループワークを通じて、現場で対応でき

る知識を習得します。 

 

５ 「やさしい日本語」について 

「やさしい日本語」とは、普段使われている日本語を外国人にもわかるように配慮した、簡

単な日本語のことで、常に決まった一つの正解があるわけではありません。やさしい日本語を

活用することで、翻訳・通訳が不要となり、効率よく情報を伝えることができます。 

わかりやすい、平易な言葉遣いや表現は、外国籍の方だけでなく、子どもやお年寄り、障が

いを持つ方にとっても有効とされる、これからの社会に必要な共通言語です。 

市民協働課   
担当：協働まちづくりチーム 田中   

（０５６２－３１－０３８２） 

知多市内には、2,000人を超える 43か国の外国籍市民が生活をしています。生活や仕事

のために市役所へ来庁する外国籍市民が増えている中で、職員が外国籍市民に寄り添い、適

切な対応ができるよう、知識やスキルを身に付けるための研修を実施します。 

▲「やさしい日本語」の例 

高台に避難してください。 

⇩ 

高
たか

いところに 逃
に

げてください。 


